
1997年 出上の木簡

一
九
九
七
年
出
土
の
木
簡

概

要

一
九
九
七
年
に
も
全
国
各
地
の
多
数
の
遺
跡
か
ら
木
簡
の
出
土
が
報
じ
ら
れ

た
。
本
号
で
は
、
昨
年
の
研
究
集
会
で

「
一
九
九
七
年
全
国
出
土
の
木
簡
」
と

し
て
報
告
し
た
遺
跡
を
中
心
に
、
計
六
四
の
遺
跡
出
土
の
木
簡
に
つ
い
て
の
情

報
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
ご
執
筆
い
た
だ
い
た

方
々
、
な
ら
び
に
本
誌
へ
の
情
報
の
提
供
を
承
諾
さ
れ
た
関
係
各
機
関
に
対
し
、

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

さ
て
、
出
土
木
簡
の
概
要
を
、
以
下
簡
単
に
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
七
世
紀
の
木
簡
と
し
て
は
、
細
工
谷
遺
跡
、
金
石
本
町
遺
跡
、
観
音

寺
遺
跡
、
及
び
本
号
に
は
掲
載
で
き
な
か
っ
た
が
、
飛
鳥
池
遺
跡
の
も
の
が
あ

る
。
特
に
観
音
寺
遺
跡
の
木
簡
は
、
国
や
国
府
の
成
立
過
程
を
在
地
の
史
料
で

解
明
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
も
の
で
、
律
令
制
成
立
期
の
中
央
の
ま
と
ま
っ
た

史
料
で
あ
る
飛
鳥
池
遺
跡
の
木
簡
と
と
も
に
、
全
貌
の
公
開
が
待
た
れ
る
。

都
城
遺
跡
で
は
、
平
城
宮

・
京
か
ら
の
五
〇
〇
〇
点
に
及
ぶ
ま
と
ま
っ
た
出

土
が
や
は
り
特
筆
に
値
す
る
。
ほ
と
ん
ど
が
道
路
側
溝
の
遺
物
で
あ
り
、
廃
棄

元
の
特
定
は
難
し
い
が
、
「嶋
坊
」
の
倉
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や

「前
分
」
の
荷

札
、
「後
宮
務
所
」
の
木
簡
を
は
じ
め
、
個
別
に
は
注
目
す
べ
き
木
簡
が
多
数

含
ま
れ
る
。
同
じ
側
溝
の
遺
物
で
も
、　
一
昨
年
の
研
究
集
会
で
報
告
の
あ
っ
た

長
岡
宮
の
木
簡
は
、
春
宮
坊
関
係
木
簡
と
し
て
内
容
的
な
ま
と
ま
り
を
見
せ
、

総
じ
て
廃
棄
元
の
特
定
が
難
し
い
側
溝
の
遺
物
と
し
て
は
稀
有
な
事
例
と
い
え

る
。
平
城
京
跡
右
京
二
条
三
坊
七
坪
の

「山
背
国
京
都
」
の
削
居
は
、
断
片
的

な
情
報
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
。
削
婿
の
醍
醐
味
と
も

い
う
べ
き
か
。
墨
書
土
器
に
よ
っ
て
遺
跡
の
性
格
を
右
京
職
と
解
明
で
き
た
平

安
京
跡
右
京
三
条

一
坊
三
町
か
ら
は
、
弘
仁
七
年
の
紀
年
の
あ
る
題
鉄
軸
が
出

土
し
て
い
る
。

地
方
官
行
遺
跡
で
は
、
下
ノ
西
遺
跡
の
公
出
挙
や
国
司
借
貸
に
関
わ
る
木
簡

や
越
後
国
か
ら
書
き
出
す
荷
札
木
簡
、
三
輪
田
遺
跡
の
相
模
国
の
軍
団
名
を
記

し
た
木
簡
が
あ
り
、
遺
跡
の
性
格
を
考
え
る
重
要
な
素
材
を
提
供
し
た
。
払
田

柵
跡
か
ら
は

「北
門
所
」
と
記
し
た
木
簡
が
出
土
し
、
墨
書
土
器
と
あ
い
ま
っ

て

「北
門
」
の
名
称
が
当
時
に
遡
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
他
古
代

の
注
目
す
べ
き
木
簡
と
し
て
は
、
上
長
野
Ａ
遺
跡
の
郡
家
が
税
長
を
召
す
大
型

召
文
木
簡
、
山
田
遺
跡
の

『和
名
類
衆
抄
』
に
文
字
の
異
同
が
あ
っ
た
出
羽
回
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平城宮跡

式部省東方 。東面大垣

東院庭園

東院庭園 。二条条間路

平城京跡(1)

左京二条二坊十・十一
坪・二条条間路

左京二条二坊十一坪

左京二条二坊十一坪

左京三条一坊十四坪

右京三条一坊三・四坪

平城京駅 2)

右京二条三坊七坪

右京三条四坊十坪

※ 青野遺跡
藤原宮跡

西方官街南地区

内裏地区

※ 酒船石遺跡
長岡宮跡

○ 東辺官衛・春宮坊跡
北辺官衡南部

長岡京跡左京二条四坊三町

長岡京跡右京六条二坊六町

平安京跡右京三条一坊三町

※ 平等院庭園
※ 細工谷遺跡
大坂城跡

※ 天満本願寺跡
○堺環濠都市遺跡

※○東浅香山遺跡

※ 猪名庄遺跡
※○屋敷町遺跡

※○加都遺跡

明石城武家屋敷跡

※○境谷遺跡

※ 茂利宮の西遺跡
※ 安坂・城の堀遺跡
○大将軍遺跡

※ 大脇城跡
※ 瀬名川遺跡
※○明治大学記念館前遺跡

※○千駄ヶ谷五丁目遺跡

※ 山崎上ノ南遺跡B地点
※ 西原遺跡

奈良県明日香村

京都府向日市

京都府京都市

京都府長岡京市

京都府京都市

京都府宇治市

大阪府大阪市

大阪府大阪市

大阪府大阪市

大阪府堺市

大阪府堺市

兵庫県尼崎市

兵庫県三田市

兵庫県和田山町

兵庫県明石市

兵庫県姫路市

兵庫県中町

兵庫県中町

滋賀県草津市

愛知県豊明市

静岡県静岡市

東京都千代田区

東京都渋谷区・新
宿区

埼玉県児玉町

千葉県袖ケ浦市

奈良県奈良市

奈良県奈良市

奈良県奈良市
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官衡 。都城

官   衛
都   城
都   城
都城・官衡

寺   院
都城・寺院

城   郭
寺院・城下町

都   市
集   落
荘園・集落

寺院・城下町

集落・水田

城 下 町
河   道
集   落
集落・居館

官衛 。河道

居   館
集落・水田

城 下 町
城 下 町

落

落

集

集
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松本城三の丸跡小柳町

松本城下町跡伊勢町

※ 三輪田遺跡
※ 一本柳遺跡
志羅山遺跡

※○三条遺跡

上高田遺跡

※ 山田遺跡
払田ltl跡

※○大光寺新城跡遺跡

福井城跡

○金石本町遺跡

戸水大西遺跡

※○堅田B遺跡
※ 七尾城下町遺跡
※ 蛇喰A遺跡
※○二口五反田遺跡

※ 清水堂F遺跡
※ 下ノ西遺跡
※ 中倉遺跡
※O大御堂廃寺
三日谷 I遺跡

※○有福寺遺跡

※○高田遺跡

※ 百間川米田遺跡

※○津寺遺跡

長野県松本市

長野県松本市

宮城県古川市

官城県小牛田町

岩手県平泉町

山形県寒河江市

山形県遊佐町

山形県鶴岡市

秋田県仙北町 。千
畑町

青森県平賀町

福井県福井市

石川県金沢市

石川県金沢市

石川県金沢市

石川県七尾市

富山県井口村

富山県大門町

富山県富山市

新潟県和島村

新潟県中条町

鳥取県倉吉市

島根県出雲市

島根県津和野町

島根県津和野町

岡山県岡山市

岡山県岡山市

山口県美東町

山口県萩市

香川県高松市

徳島県徳島市

福岡県北九州市

福岡県福岡市

福岡県福岡市

福岡県久留米市

末原窯跡群 (灰原上層)

萩城跡 (外堀地区)
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※○高松城跡

※ 観音寺遺跡
※○上長野A遺跡

香椎B遺跡
○博多遺跡群

※○魚屋町遺跡

日
川
郡
の
郷
名
が
み
え
る
木
簡
、
戸

水
大
西
遺
跡
の

「殿
門
御
稲
」
に
関

わ
る
解
と
み
ら
れ
る
木
簡
、
加
都
遺

跡
の
但
馬
国
朝
来
郡
の
里
名
か
ら
書

き
出
す
木
簡
、
西
原
遺
跡
の
朱
書
き

の
呪
符
な
ど
が
あ
る
。
霊
亀
二
年

（七
三
〇

の
酒
船
石
遺
跡
出
土
木

簡
、
宝
亀
五
年

（七
七
四
）
の
山
崎

上
ノ
南
遺
跡
Ｂ
地
点
出
土
木
簡
、
天

平
感
宝
元
年

（七
四
九
）
の
三
田
谷

Ｉ
遺
跡
出
土
木
簡
な
ど
の
紀
年
木
簡

も
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
後
者
は
、

地
方
出
土
木
簡
で
は
数
少
な
い
〇

一

五
型
式
の
木
簡
で
あ
る

（但
し
、
現

状
で
は
孔
は
下
端
に
あ
る
）。

中
世
の
木
簡
で
特
に
注
目
さ
れ
る

も
の
に
、
堅
田
Ｂ
遺
跡
の
巻
数
板
が

あ
る
。
文
献

・
絵
画
資
料
や
民
俗
資

料
が
、
考
古
資
料
に
よ
っ
て
実
証
さ

れ
た
類
い
稀
な
事
例
と
い
え
よ
う
。

中
世
の
紀
年
木
簡
と
し
て
は
、
茂
利

※は木簡新出土遺跡  Oは 1996年以前出土遺跡



宮
の
西
遺
跡
の
桶
の
底
板
に
転
用
さ
れ
た
観
応
二
年

（
〓
一五

こ

銘
の
木
簡
、

大
脇
城
跡
の
武
運
長
久
を
祈
っ
た
天
正
四
年

（
一
五
七
工Ｃ

の
護
摩
札
が
あ
る
。

中
世
以
降
の
木
簡
の
一
潮
流
を
形
作
る
も
の
に
、
呪
符
、
卒
塔
婆
、
柿
経
が

あ
る
。
昨
年
も
各
地
で
出
上
が
相
次
い
だ
。
呪
符
に
は
、
猪
名
庄
遺
跡
、
安

坂

・
城
の
堀
遺
跡
、
瀬
名
川
遺
跡
、　
一
本
柳
遺
跡
、
蛇
喰
Ａ
遺
跡
、
高
田
遺
跡
、

末
原
窯
跡
群
の
事
例
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
高
田
遺
跡
の
呪
符
は
、
地
鎮
遺
構
に

伴
う
も
の
で
あ
る
。
卒
塔
婆
に
は
、
青
野
遺
跡
の
僧
良
継
の
年
忌
供
養
に
伴
う

も
の
、
東
浅
香
山
遺
跡
の
施
餓
鬼
会
に
伴
う
も
の
の
他
、
志
羅
山
遺
跡
、
上
高

田
遺
跡
、
蛇
喰
Ａ
遺
跡
の
事
例
が
あ
る
。
中
で
も
井
戸
枠
に
転
用
さ
れ
た
青
野

遺
跡
の
卒
塔
婆
は
、
そ
の
再
利
用
の
経
緯
に
も
興
味
が
も
た
れ
、
ま
た
旧
平
城

京
域
か
ら
の
出
土
と
い
う
点
で
も
、
藤
原
宮
域
か
ら
出
土
し
た
近
世
木
簡
と
と

も
に
注
意
を
喚
起
す
る
。
柿
経
に
は
、
平
等
院
の
無
量
寿
経

・
観
無
量
寿
経
、

大
光
寺
新
城
跡
遺
跡

・
百
間
川
米
田
遺
跡
の
妙
法
蓮
華
経
が
あ
る
。

近
世
に
入
る
と
、
再
び
木
簡
は
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
内
容
と
な
る
。

従
来
大
坂
城
跡
か
ら
は
多
数
の
近
世
木
簡
の
出
土
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
世

木
簡
出
土
遺
跡
は
近
年
急
激
に
増
加
し
、
近
世
の
木
簡
使
用
の
普
遍
性
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
。
昨
年
も
大
坂
町
奉
行
所
与
力
屋
敷
跡
の
時
期
の
天
満
本
願

寺
跡
の
他
、
旗
本

・
御
家
人
屋
敷
地
を
中
心
と
し
た
千
駄
ヶ
谷
五
丁
目
遺
跡
や

明
治
大
学
記
念
館
前
遺
跡
な
ど
江
戸
の
遺
跡
、
屋
敷
町
遺
跡
、
松
本
城
三
の
九

跡
小
柳
町
、
松
本
城
下
町
跡
伊
勢
町
、
福
井
城
跡
、
萩
城
跡
、
高
松
城
跡
、
魚

屋
町
遺
跡
な
ど
、
各
地
の
江
戸
時
代
の
城
跡

・
城
下
町
跡
か
ら
木
簡
が
出
上
し

た

（天
満
本
願
寺
跡
出
土
木
簡
に
は
竹
製
の
も
の
が
一
点
含
ま
れ
注
目
さ
れ
る
）。

内
容
的
に
は
荷
札
木
簡
や
容
器
の
墨
書
が
目
立
つ
が
、
高
松
城
跡
の
帳
簿
様

の
本
簡
な
ど
そ
の
内
容
は
確
実
に
豊
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
昨
年
の
近

世
木
簡
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
文
献
史
料
や
絵
図
で
住
人
を
特
定
で
き
る
場

所
か
ら
の
木
簡
の
出
上
が
相
次
い
だ
こ
と
で
あ
る
。
木
簡
の
文
字
に
く
ず
し
字

が
多
く
解
読
が
容
易
で
な
い
場
合
が
少
な
く
な
い
こ
と
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
近

世
史
と
の
密
接
な
連
携
が
要
求
さ
れ
よ
う
。
近
世
木
簡
の
増
加
は
、
発
掘
事
例

の
増
加
と
と
も
に
、
近
世
の

「墨
書
の
あ
る
木
製
品
」
が
漸
く
木
簡
と
し
て
広

く
認
識
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
結
果
で
も
あ
る
。
文
字
の
普
及
と
公
私
を
問
わ
ぬ

木
簡
の
利
用
に
よ
つ
て
、
木
簡
の
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
ー
と
い
う
点
で
は
古
代
に
も

勝
る
も
の
が
あ
り

（そ
れ
だ
け
体
系
的
な
理
解
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
も
い
え
る

が
）、
近
世
木
簡
学
が
今

一
つ
の
大
き
な
画
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を

予
感
さ
せ
る
。
そ
の
際
、
中
世
の
木
簡
の
あ
り
方
を
ど
う
理
解
す
る
か
は
大
き

な
課
題
と
な
ろ
う
が
、
例
え
ば

一
六
世
紀
の
戦
国
期
の
七
尾
城
下
町
遺
跡
の
付

札
木
簡
は
、
近
世
木
簡
の

「隆
盛
」
の
淵
源
が
、
少
な
く
と
も
戦
国
期
に
ま
で

は
遡
る
こ
と
の
現
れ
と
い
え
る
。　
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
や
草
戸
千
軒
町
遺
跡
が

特
異
な
事
例
で
は
な
い
こ
と
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て

よ
い
で
あ
ろ
つヽ
。

釈
読
の
難
し
さ
と
い
う
点
で
は
、
昨
年
は
仮
名
書
き
の
木
簡
の
出
土
が
目
に

付
い
た
。　
一
〇
世
紀
か
ら

一
一
世
紀
に
ま
で
遡
る
大
将
軍
遺
跡
の
仮
名
書
き
文

書
木
簡
、
中
世
後
期
の
一
六
世
紀
代
の
津
寺
遺
跡
の
絵
馬
に
み
え
る
墨
書
、　
一
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六
世
紀
末
豊
臣
前
期
の
大
坂
城
跡
の
文
書
木
簡
な
ど
が
あ
る
。
こ
と
に
大
将
軍

遺
跡
の
も
の
は
、
表
面
か
ら
裏
面
ま
で
書
き
進
ん
だ
後
、
再
び
表
面
と
裏
面
の

余
白
に
書
き
継
ぐ
と
い
う
、
仮
名
書
き
書
状
の
散
ら
し
書
き
に
類
似
し
た
書
式

で
記
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
（大
坂
城
跡
の
木
簡
も
同
様
の
書
式
の
可
能
性
が
あ
る
）。

以
上
、
本
号
に

一
九
九
七
年
出
上
の
木
簡
と
し
て
掲
載
し
た
木
簡
の
概
要
を

私
見
に
よ
っ
て
述
べ
た
。
触
れ
る
べ
く
し
て
触
れ
得
な
か
っ
た
木
簡
も
多
く
、

ま
た
木
簡
の
史
料
的
価
値
を
曲
解
し
て
い
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
危
惧
す
る
が
、

ご
寛
恕
願
い
た
い
。

な
お
、
当
会
で
は

一
年
間
の
木
簡
出
土
情
報
を
そ
の
年

一
二
月
の
研
究
集
会

で
報
告
し
、
こ
れ
を
翌
年

一
一
月
刊
行
の
本
誌
に
掲
載
す
る
の
を
原
則
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
っ
て
研
究
集
会
で
報
告
で
き
な
か
っ

た
も
の
を
本
誌
に
掲
載
し
た
り
、
あ
る
い
は
逆
に
研
究
集
会
で
報
告
し
な
が
ら

本
誌
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
遺
憾
な
が
ら
多
数
生
じ
て
い
る
。

昨
年
の
研
究
集
会
で
報
告
し
た
遺
跡
の
う
ち
、
兵
庫
県
兵
庫
津
遺
跡
、
宮
内
堀

脇
遺
跡

（
一
九
九
六
年
度
調
査
）、
静
岡
県
水
守
Ｉ
遺
跡
、
元
島
遺
跡
、
東
京
都

溜
池
遺
跡
、
四
谷
御
門
外
橋
詰

・
御
堀
端
通
り

。
町
屋
跡
、
法
光
寺
跡
、
池
之

端
七
軒
町
遺
跡
、
長
野
県
屋
代
遺
跡
群
新
幹
線
地
点
、
石
川
県
金
石
本
町
遺
跡

（第
三
次
調
査
）、
新
潟
県
新
堀
村
下
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
本
号
に
掲
載
す
べ
く

し
て
掲
載
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
奈
良
県
西
橋
遺
跡
、
太
田
遺
跡
、
京
都
府

平
安
京
跡
左
京
七
条
二
坊
八
町
及
び
本
囲
寺
、、
同
左
京
九
条
二
坊
十
五
町
、

御
土
居
跡
、
兵
庫
県
赤
穂
城
本
九
跡
、
時
友
遺
跡
、
姫
路
城
跡
、
滋
賀
県
大
将

軍
遺
跡

（草
津
市
教
育
委
員
会
調
査
分
）、
東
京
都
汐
留
遺
跡

（汐
留
遺
跡
調
査
会

調
査
分
）、
白
鴎
遺
跡
、
江
戸
城
跡
和
田
倉
、
神
奈
川
県
佐
助
ヶ
谷
遺
跡
、
岩

手
県
仙
人
西
遺
跡
、
長
野
県
榎
田
遺
跡
、
山
形
県
大
道
下

（旧
月
記
）
遺
跡
、

福
井
県
福
井
城
跡
国
際
交
流
会
館
地
点
、
石
川
県
木
ノ
新
保
遺
跡
、
四
柳
白
山

下
遺
跡
、
新
潟
県
牧
目
館
跡
、
平
林
城
跡
、
春
日
山
城
跡
、
伝
至
徳
寺
跡
、
広

島
県
尾
道
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
本
号
に
も
掲
載
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、
奈
良

県
飛
鳥
池
遺
跡
、
滋
賀
県
宮
町
遺
跡
、
宮
城
県
市
川
橋
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
整

理
中
で
あ
り
し
か
も
近
接
地
を
調
査
中
で
あ
る
の
で
次
号
に
合
わ
せ
て
掲
載
す

る
予
定
で
あ
る
。

正
確
な
釈
文
を
提
供
す
ち
こ
と
が
本
誌
の
使
命
で
は
あ
る
が
、
最
新
の
出
土

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
も
ま
た
重
要
な
役
割
の
一
つ
と
考
え
る
。
掲
載
す
べ
き

号
へ
の
掲
載
を

一
度
逸
し
た
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
の
掲
載
が
な
か
な
か

困
難
な
の
も
ま
た
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
最
新
情
報
の
収
集
と
公
開
に
つ

い
て
、
関
係
諸
機
関
や
担
当
者
の
方
々
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
改
め
て
お
願
い

申
し
上
げ
た
い
。
本
誌
は
関
係
諸
機
関
や
担
当
者
の
方
々
の
ご
協
力
が
あ
っ
て

初
め
て
成
り
立
つ
雑
誌
で
あ
り
、
木
簡
出
土
情
報
の
公
開
、
そ
し
て
検
討
の
場

と
し
て
、
本
誌
を
十
全
に
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
　
　
（渡
辺
晃
宏
）


